
担当課 予算計上額 頁

大阪・関西万博関連事業 新規
シティプロモーション

推進課
学校教育課

51,504
86～89

188・189

女性相談支援員配置事業 新規 人権推進課 2,946 86・87

ブルーカーボン推進事業 継続
シティプロモーション

推進課
3,055 88・89

地域まちづくり協議会推進事業 新規 政策共創室 2,000 92・93

子ども医療助成事業 継続 こども支援課 178,683 136・137

はんなん健康応援プラン推進事業
【一般会計及び介護保険特別会計】

新規
健康事業準備室

介護保険課
21,000

一般会計
126・127
介護特会
36・37

公共施設等LED照明導入事業 新規 生活環境課 4,570 78・79

★
し尿処理施設脱炭素化事業
（太陽光発電設備導入）

継続 生活環境課 51,018 156・157

★ 緊急自動車等購入事業 継続 危機管理課 43,878 182・183

災害重点備蓄物資整備事業 拡充 危機管理課 27,312 182・183

私立保育施設保育士等就職支援事業 継続 こども政策課 5,000 134・135

保育・教育施設及び小・中学校物価高騰対策給食
費支援事業

継続
こども政策課

学校給食センター
68,728

130・131
202・203
212・213

教育支援センター事業
（校内教育支援員配置）

継続 学校教育課 11,610 186～189

小・中学校タブレット端末更新事業 新規 教育総務課 199,557
192・193
196・197

★ 桃の木台小学校トイレ改修事業 新規 教育総務課 16,794 192・193

★
文化センター・図書館改修事業
（熱源機器及び空調設備更新）

新規 生涯学習推進室 74,425 208・209

★ 桑畑総合グラウンドテニスコート人工芝改修事業 新規 生涯学習推進室 24,540 210・211

地域公共交通計画策定事業 新規 都市整備課 7,200 90・91

阪南市コミュニティバス運行事業者路線維持事業 新規 都市整備課 25,436 90・91

標準準拠システム事業 新規 行財政構造改革推進室 115,644 76・77

ふるさとまちづくり応援寄附感謝事業 継続 まちの活力創造課 757,928 82～87

★ 本庁舎補強計画及び耐震改修事業 新規 総務課
34,034

【債務負担行
為設定】

9

※★：投資的事業

本年4月に開幕する大阪・関西万博に出展ブースを設置し、SDGsの推進や今後の交
流人口、関係人口の拡大に向け、本市の取組を広くPRする。また、大阪府が実施す
る「2025年日本国際博覧会児童・生徒招待事業」に加え、市内在住の子どもたちを
対象にチケットを無料配布し、最先端の技術に触れるかけがえのない体験ができる
機会を提供する。

令 和 ７ 年 度　 主 要 事 業 一 覧
（単位：千円）

事    　　業　　    名 事　    業    　内    　容

第１章　  人と地域がつながり、多様な価値観とにぎわいによる共創のまち

ICT（情報通信技術）の活用により、一人一人の子どもたちの能力や特性に応じた
「個別学習」や、子どもたちが教え合い学び合う「協働学習」を効果的に進めるた
め、児童・生徒に貸与しているタブレット端末の更新を行う。

市内10施設の公共施設等の照明をLED化することで電気使用料を節減するととも
に、脱炭素の取組を推進する（リース事業）。

効率的な施設運営と公共施設の脱炭素化を推進するため、し尿処理施設のはんなん
浄化センターMIZUTAMA館において、再生可能エネルギー設備である太陽光発電設備
を導入する。

保育士等の就労の促進と離職の防止を図るため、保育士等の人材確保策として、私
立保育施設を対象に補助金の交付を行う。

物価高騰の影響を受けた教育・保育施設の利用者及び小中学校の保護者の負担軽減
を図るため、給食費等の支援を行う。

全国的に課題となっている不登校の課題解決を図るため、不登校態様の子どもたち
の居場所として中学校内に開設している校内教育支援ルームに校内教育支援員を配
置する。

市民の安全・安心な生活と消防団活動の活動を確保するため、老朽化した消防車両
を更新する。

南海トラフ地震の発生が切迫するなか大規模災害による被害に備えるため、阪南市
地域防災計画に基づく災害重点備蓄物資の目標量を確保し、より一層の災害への備
えを進める。

第４章  　人生100年時代を迎え、誰もが学んだ成果を地域で活かして輝けるまち

第３章　  安全に、安心して暮らせる住み続けたいと思えるまち

困難な問題等を抱える女性にとって最も身近な支援の端緒となる相談機能の充実を
図るため、新たに女性相談支援員を配置する。

阪南市沿岸域のアマモ場について、モニタリング調査を実施し分布状況を把握す
る。また、関西エアポート（株）と連携し海藻移植を行う。これらの活動を通じ、
ブルーカーボン生態系の再生・創出を図る。

自治会をはじめとする地域の各団体が一つになり地域課題に取り組む「地域まちづ
くり協議会」の設立を促進し、市民自らが主体的に地域運営を行う意識醸成を図
る。

第２章　  誰もが、健やかにいきいきと暮らせるまち

阪南市に住所を有する、18歳に達する日以後の最初の３月31日までの子どもに係る
入院医療費・通院医療費の一部を助成する。

これまで実施していた保健事業と介護予防事業をより効果的・効率的に行うため、
これら事業を一体的に実施する「はんなん健康応援プラン」を推進し、市民の健康
寿命の延伸を図る。

市役所本庁舎は昭和50年に建設された旧耐震基準の建物であり、今後想定される大
規模災害に備え、耐震改修等に向けた設計業務を実施する。

老朽化・劣化が進む桃の木台小学校のトイレの洋式化をはじめ給排水設備の改修に
向けた取組を進め、学校環境の改善を図る。

第５章  　にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち

多様化する移動ニーズや、公共交通の持続性などの課題解決に向け、行政、地域、
事業者などの役割や今後のめざす姿を明確にし、実行計画を定める「阪南市地域公
共交通計画（仮称）」の策定に向け、取り組む。

物価高騰の影響を受けたコミュニティバス運行事業者に対して、運行体制を整備
し、地域に不可欠な交通手段の確保、地域公共交通事業者による運行の維持に向け
た支援を行う。

第６章  　持続可能な発展を支える行政経営のまち

基幹業務システムにおいて、ガバメントクラウド上に構築された標準準拠システム
へ移行するため、その環境整備を行い、今後の行政運営において、安定した運用管
理に取り組む。

ふるさとまちづくり応援寄附の推進とともに、その寄附金を財源として、寄附者の
意向を反映した安心・安全のまちづくりに関する事業や自然環境の保全及び活用に
関する事業など６事業を実施し、個性豊かな魅力あるまちづくりを行う。

阪南市社会教育施設長寿命化個別計画に基づき、大規模改修の一環として、令和８
年度にかけて文化センター及び図書館の熱源機器及び空調設備を更新する。

阪南市社会教育施設長寿命化個別計画に基づき、大規模改修の一環として、桑畑総
合グラウンドテニスコートの人工芝を改修する。


